
デジタルとくしま推進プラン
～とくしま版ＤＸの実現に向けて～

１０ スマート農林水産業プロジェクト
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プロジェクトの位置づけ

1

目指すべき社会 基本目標（分野） 重点戦略

新たな価値が創造
され、豊かさを実
感できる社会

魅力ある農林
水産業の実現

スマート農林水産業の推進



デジタルとくしま推進プラン

① 県と徳島大学を中心に、高等教育機関や民間企業が連携する
農林水産３分野の「サイエンスゾーン」を核としたオープンイノベーションを加速し、
スマート技術の研究開発・現場実装を推進

② 施設野菜栽培の環境制御技術を学ぶ「施設園芸アカデミー」及び「海部きゅうり塾」、
次代の担い手育成の拠点である「農業大学校」などにおいて、
スマート技術をオペレートできる人材を育成

③ 農林水産総合技術支援センターの「ローカル５Ｇ」を技術開発や人材育成に活用し、
５Ｇの実装を加速

プロジェクトの内容
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農林水産業ＤＸの推進

魅力ある農林水産業の実現

農薬散布用ドローン

果実の熟度判別

【効率化・超省力化】
・ドローンによる農薬散布
・航空レーザ測量による森林情報の取得
・ＩＣＴを活用した囲いわなの
遠隔操作によるシカ捕獲

・ＩｏＴ、ＡＩを活用した
リアルタイム水質情報配信、漁海況予測

【多収・高品質生産】
・ＩｏＴを活用した最適な栽培環境の管理
・ＡＩの画像解析による生育診断

５Ｇ活用

研究開発・現場実装 人材育成産学官連携

【施設園芸アカデミー】
【海部きゅうり塾】
・ハウス内の温度、湿度、炭酸ガス濃度
など環境制御技術の習得

【農業大学校】
・スマート農業機械の操作などの実習
・新型コロナに対応した

リモート授業環境の整備
・「スマートグラス」で作業のポイントを
学べる実習システム

環境制御技術

５Ｇ活用
スマートグラスを
活用した実習
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主な指標及び工程

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
４８

５０
６３

６０
－

８０
－

１００
－

担当課：経営推進課
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ＫＰＩ－１ ： スマート農業支援サービス事業者数（累計）

ＣＳＦ－１ ： ５ＧやＩｏＴ、ビッグデータ、ＡＩ、ロボット等のデジタル技術を活用した、
スマート技術の研究開発・現場実装の推進

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
３

３
４

６
－

８
－

１０
－

担当課：経営推進課

ＫＰＩ－２ ： 新技術の開発に向けた県と大学・企業
との共同研究数（累計）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
３６

４０
５６

５２
－

６６
－

８２
－

担当課：経営推進課

ＫＧＩ：農林水産業におけるスマート化技術導入経営体数

※実績値はR4.1.31見込み
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主な指標及び工程

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
９２億円

１００億円
集計中

１０３億円
－

１０６億円
－

１０９億円
－

担当課：経営推進課
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ＫＰＩ－４ ： アグリサイエンスゾーンにおけるローカル５Ｇ
を活用したスマート農業の推進

ＣＳＦ－２ ： スマート技術を駆使する人材の育成

担当課：経営推進課

ＫＰＩ－１ ： 施設キュウリ栽培における新規就
農者数（累計）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標
実績

－
１９人

２８人
２６人

３２人
－

３６人
－

４０人
－

担当課：南部総合県民局農林水産部

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

－

－

推進

推進 － － －

関係者の意見を反映しながら推進（ＰＤＣＡ）

ＫＰＩ－３ ： 新たなイノベーション創出による農林水産物の
産出額

※実績値はR4.1.31見込み

（再掲 14 Society5.0実装プロジェクト）

（再掲 16 ローカル５Gプロジェクト）
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令和３年度における取組内容
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主な取組

スマート技術の研究開発・現場実装の推進

• ほ場が分散するレンコン栽培におけるスマート技術導入の効果実証

農薬散布用ドローンで作業時間５割削減、機器導入・利用費の抑制が必要

• 主要漁場などの水質情報をリアルタイムで漁業者へ配信

スマート技術をオペレートできる人材の育成

• 「施設園芸アカデミー」や「海部きゅうり塾」における、ＩｏＴによる環境制御を

駆使したトマト、きゅうりの高収量栽培技術の習得

農業分野におけるローカル５Ｇの活用実証

• 県立農林水産総合技術支援センターにローカル５Ｇ基地局を開局

• 農業大学校におけるスマートグラスを用いた栽培技術の遠隔指導等を推進

令和３年度予算 25,000千円

生産性革命を実現する徳島スマート農林水産業展開事業 15,000千円

５Ｇ活用！スマートファーマー育成事業 10,000千円
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令和３年度における取組内容（参考）

■ 「ローカル５Ｇ」開局記念式典

• 日時 令和３年４月８日（木）

• 場所 徳島県立農林水産総合技術支援センター

• 内容
○開局セレモニー

○「未来技術」体感イベント
①スマートグラスを用いた遠隔栽培指導

②林業労働災害ＶＲ体験

③ドローンによるリモートセンシング、自動運転トラクターに関する技術の紹介

○基調講演
演題：先端技術の社会実装における課題について

講師：四国大学経営情報学部 准教授 細川康輝 氏

○研究発表

①深層学習を利用した果樹の熟度診断技術の開発

②スマート技術を活用したミニトマト栽培の省力・軽労化体系の実証

• 参加者数 約100名
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課題とアクション
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課 題 アクション

１
地域特性に合った実用化技術の開発が必
要

農林水産３分野の「サイエンスゾーン」を核とし
た産学官連携による「オープンイノベーション」
の加速

２ 導入コストが高額

農林水産業の機器導入の支援、生産現場に
おける実証による効果の明示

農業支援サービス事業者の育成

３ 知識や技術を有する人材の確保が必要

農林水産業の研修講座や実演会などによる
学習機会の提供、情報発信

農業支援サービス事業者の育成
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令和４年度における取組内容
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主な取組

スマート技術の研究開発・現場実装の推進

• イチゴ等の蜂に頼らない送風受粉ロボットの現場実装

• 「匠の技」のデータ解析と「見える化」による高品質シイタケ生産技術の開発

スマート技術をオペレートできる人材の育成

• 「施設園芸アカデミー」や「海部きゅうり塾」における、ＩｏＴによる環境制御を

駆使したトマト、きゅうりの高収量栽培技術の習得

農業分野におけるローカル５Ｇの活用実証

• ＡＩの画像解析により、ウェアラブル端末を用いて収穫適期を判別する
システムの開発等を推進

令和４年度予算 22,700千円（要求中）

生産性革命を実現する徳島スマート農林水産業推進事業 12,000千円

アグリビジネスアカデミー運営費 10,700千円
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案件種別

「ＶＳ東京」案件として （☑該当あり □該当なし）

「オンリーワン」案件として （□該当あり ☑該当なし）

「ナンバーワン」案件として （□該当あり ☑該当なし）
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デジタル社会を実装し、新時代にふさわしいスマート農林水産業など、
未来技術を活用した地域の魅力向上と課題解決を図ることにより、
「新次元の分散型国土」を創出
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参考情報ＵＲＬ等

• スマート農業の情報発信
– 県政だより「ＯＵＲ徳島」

https://www.pref.tokushima.lg.jp/kenseijoho/koho/kohoshi/5008062/5051106/

– スダチのスマート農業実演会
https://www.youtube.com/watch?v=F9yAG6_Iq0A

• 施設園芸アカデミー
https://www.youtube.com/watch?v=FYSSoZ8-mOk

• 「海部きゅうり塾」など、海部地域「きゅうりタウン構想」
https://www.nga.gr.jp/app/seisaku/details/6060/

• 「ローカル５Ｇ」開局記念式典
https://www.pref.tokushima.lg.jp/tafftsc/new-info/5046389/


